
 

                                                          

 

 

 

 

令和５年度 篠ノ井西中学校グランドデザイン 

明日を拓く深く豊かな人間性の実現 

「第三期しなのきプラン」 
全ての子どもたちの「自学自習の資質
能力」の伸張 

新しい発見で、明日もワクワク！ 

「学びのテーマパーク篠西」を創ろう。 

◇感染防止対策を徹底しながら「かかわり」のあ

る活動、個の力を高める授業 

・新学習指導要領に沿った日常の評価の深化 

・様々な形態で、楽しい授業 

・１人１台のタブレット活用、ICT 活用の授業 

・授業を見合う会、授業評価アンケートや学力調

査等の結果を活かした教科指導充実 

◇「自学」を通して生きる力の育成 

・「つばなタイム・日常の自学充実」 

「つばな館(水曜放課後学習）」…生徒相互の学び

合い、自学、ゼミ学習の場 

・「自学ノート」…宿題から家庭学習への転換 

◇地域に学ぶ総合的な学習 

・地域テーマに総合的な学習や生徒会活動で迫る 

◇あいさつが響き合う居心地のよい学校・学級の

集団づくりの取組 

・学年集会や姉妹学級等の学級、学年の枠を越え

た学び(特活、道徳、合唱等)で、多様性を理解

しあえる、コロナ後を見据えた学びの提供 

・「あいさつ運動」への全校参加 

◇生徒に寄り添える環境づくり 

・全学年に「チーム担任制」を、修正しながら導

入し、多様性を理解した生徒支援の推進 

・生徒の思いを受け止める「相談週間」(毎学期) 

◇生徒の多様性の理解と支援 

・特別支援教育の充実と授業のユニバーサル化 

・SNS 等に係る講習会…健全なネット社会を創生

するユーザーとしての生徒の育成をめざす 

◇目標を明確にし、切磋琢磨し合う部活動 

・時、コト、ヒトを大切にした主体的な活動で、互

いの成長を認め合える活動の実践 

・長野県の部活動指導指針に則った活動実践 

・友の努力を認め、全力で応援する壮行会 

◇ウイルスから互いを守る人づくり 

・「気づき」を大切に、自己に向き合う清掃 

・感染予防の徹底と高い免疫力への生活(食･ﾘｽﾞﾑ) 

◇リモートでも、過程を大切にした行事への取組 

・生徒集会…生徒の企画力と実践力を育む行事 

・「追究」を重ねて臨む銀河祭、クラスマッチ等 

◇キャリア教育から出発する進路指導 

・働くことの意義と喜びを学ぶ職業学習 

・自己理解から将来を見据え、挑む進路選択 

保護者との協同 

・PTA 活動の精選と結集力向上 

・学校評議員会、いじめ対策会議
への代表の参加 

 

開かれた学校 

・つばな館(放課後学習)地域講師 

・学校評議員会（年３回） 

・参観日週間（年４回） 

教職員の資質向上 

・職員研修(悉皆･自主)の推進 

・市センター、教育会との研究連携 

重点１ 授業改善・指導改善で、主体的な学び

を育み、伸ばす学校づくり   

＜知識・智恵＞ 

重点２ 互いを認め合い、人間関係を築く 
魅力と勇気を伝える学校づくり 

＜徳積・信頼＞ 

重点３ 主体的な活動を追究して、達成感
と挑戦精神を身につける学校づくり 

＜体力・心魂＞ 



『WITH CORONA AFTER CORONA part２』 Ｒ５の取り組み 

         

 

 

 

 

 

令和 5年の重点 

１：深み・多様性のある授業を実施し、授業の魅力を高めましょう 

① ＩＣＴ活用、学びあい、良い講義等、生徒の実態と教材の関係で授業形態を決定し、「わく

わく」のある授業を実施しましょう。 

② テストによる評価に加え、授業内の評価を増やし、教科内で共有しましょう。 

③ 特別支援教育（知１情４）にチーム担任制を導入し、学校全体がチームとなり、学びを深め

ていきましょう。 

④ 数学・英語で少人数学習（ＴＴ）の在り方を研究しましょう。 

２：自学の指導・実践をより具体化しましょう 

⑤ 自学の充実のために、授業内で自学の指導をしたり、テスト前に自学の時間を設定したり

しましょう。 

⑥ 1，2年生には「自学ノート」を、宿題として提出させましょう。 

３：不適応傾向の生徒には、生徒理解を深め、選択肢を提供していきましょう 

⑦ 生徒指導主事と学年会が連携して「支援会議」を実施し、記録を残しましょう。 

⑧ 不適応傾向の生徒の課題を理解し、よりよい環境を提供しましょう。 

・ふれあい１・・自学スペース  ・ふれあい２・・うるおいスペース  ・ふれあい３・・通信教育 

⑨ 1-②の評価基準を活用して、ふれあいの生徒にもできるだけ評価を行いましょう。 

４：部活動の充実で、活気ある学校環境を提供しましょう 

⑩ 部活動のチーム支援を続け、広域化には篠ノ井東中と連携し準備しましょう。 

⑪ 部活終了時刻は、日没を把握し、日が暮れる前に帰宅できる時間としましょう。 

５：良好な校風、それを支える生徒会の伝統を継続しましょう 

⑫ 清掃・給食・時間・挨拶・・・学校生活の基本を大切に考えましょう。 

⑬ 銀河祭に音楽会と運動会共存を図り、充実感と 10月以後の余裕を作りましょう。 

６：学校運営に関して 

⑭ チーム担任制をさらに研究し、より良い仕組みを志向しましょう。 

⑮ コロナ後の行事最適化を・学年の行事・会議の数・研修等で試行しましょう。 

⑯ 定期テストを 2日間で実施し、正確な採点等できるようにしましょう。 

⑰ 何もない 5時間授業の水曜日をできるだけ多くし、ゆとりをうみだしましょう。 

⑱ 生徒相談を大切に考え、時間の確保と効果的な方法の研究をしましょう。 

コロナ対応 

コロナ禍の生活習慣

（マスク・換気・避密） 

発生時の準備 

正確な情報収集 

 

柱１ わかりやすくて 

楽しい授業 

柱２ 中学校らしい 

校風、活発な生徒会 

柱３ 自己を磨く 

部活動・課外活動  

ゆとりある学校 

明日もワクワク！ 

チームによる指導にトライする 

人権感覚の深化 

道徳教育推進 

チーム担任継続 


